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生抑制と洗浄条件変更などの対策を講じた結果，12
月以降膜差圧はほぼ一定となっており，現在その推
移を監視しているところである。導電率ベースの脱
塩率では97 ％以上と安定した性能を発揮している。
表３に回収水の水質データを示す。回収水の水質
は，工業用水と比べてはるかに良好な水質で，導電
率は平均2.4 mS/m，最大6.5 mS/mであった。
　本設備の運転費を評価するにあたって，週単位で
回収水 1 m3 当りの原単価（電力費＋薬品費）を算
出している。膜交換費を除いて回収水量当りの原単
価は年平均34円 /m3 で運用されている。今後は，膜
のファウリングを抑えて交換寿命を延ばし，トータ
ルの運用コストを下げるための改善提案を行う。
む　す　び
　㈱神戸製鋼所加古川製鉄所殿に納入した排水脱塩

設備について，その設備概要と運転状況を報告した。
　日本では工業用水単価に比べて，本方式の造水単
価（膜交換費，設備償却を含む）がまだ高いという
のが技術的課題であるが，海外では水源の不足によ
り良質で安価な工業用水を入手できない地域も多い
ため，そのような国では排水処理設備とパッケージ
で提案することになると思われる。また，小規模で
も放流先が下水道である場合には，回収再利用する
ことで経済メリットが出る場合がある。今後は技術
の進歩と相まって造水単価が下がり，排水の回収再
利用の需要が広がってゆくものと期待される。
　当社では，すでに液晶パネル工場や半導体工場で
の排水回収システム１），あるいは下水二次処理水の
再利用技術２）として膜処理設備の納入実績を有して
いる。これら実績の運用ノウハウを活用して，最適
なアドバイスを提示することが可能である。
　最後に，本設備の建設，試運転に多大なご協力を
いただいた㈱神戸製鋼所加古川製鉄所 動力技術室
ならびに用水室の関係各位に深く感謝の意を表しま
す。
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図３　RO装置の運転状況
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表３　回収水の水質

項　目 単　位
回　収　水

備　考
保証値 実測値

SS mg/L ≦6 ≦1 濁度≦0.3

導電率 mS/m ≦22 ≦6.5

脱塩率 ％ － ≧97 導電率ベース

TDS mg/L － ≦30

塩化物イオン mg/L － ≦13

Ca硬度 mgCaCO3/L － ≦2
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